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悪
臭
解
消
に
む
け
、
三
者
の
行

動
計
画
を
樹
立
せ
よ

規
制
値
オ
ー
バ
ー
は
、
強
力
に
指
導
、

養
豚
場
汚
水
処
理
施
設
を
計
画
中

Ｑ

Ａ

小川信晃議員

●
小
川

基
準
を
オ
ー
バ

ー
し
て
も
何
も
し
な
い
。

動
き
の
鈍
さ
に
被
害
を
被

る
住
民
は
誰
を
信
じ
れ
ば

よ
い
の
か
。
他
人
事
の
よ

う
な
ふ
る
ま
い
は
許
せ
な

い
。
行
政
・
企
業
が
目
標

設
定
し
行
動
に
う
つ
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
樹
立
を
求

め
る
。

■
町
長

規
制
を
越
す
値

が
で
た
。
事
実
を
早
急
に

報
告
し
、
強
力
に
指
導
す

る
。
ま
た
養
豚
施
設
の
改

善
は
、
国
の
補
助
事
業
を

導
入
し
今
、
国
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
完
了
し
事
業
費
２

億
円
程
度
を
見
込
む
汚
水

処
理
施
設
の
設
置
を
計

画
、
Ｈ
18
年
度
当
初
予
算

計
上
に
む
け
て
計
画
中
、

三
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

今
後
検
討
し
、
行
政
と
し

て
の
任
務
を
積
極
的
に
押

し
進
め
て
ゆ
く
。

大
衆
性
が
あ
る
情

報
化
施
設
の
早
期

行
動
を

通
信
基
盤
は

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
基
本

計
画
決
定

ＱＡ●小
川

情
報
化
施
設
を

ど
の
方
式
で
や
ろ
う
と
す

る
の
か
。
経
済
活
性
化
に

か
か
せ
な
い
事
業
、
早
期

の
行
動
を
。

■
町
長

情
報
通
信
基
盤

は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
対
応
、
公

設
民
営
と
し
、
運
営
は
民

間
業
者
で
Ｈ
17
年
度
基
本

計
画
、
Ｈ
19
年
度
総
務
省

に
認
可
申
請
で
今
後
住
民

と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と

っ
て
ゆ
く
。

駅
伝
の
里
世
羅
の

復
活
で
活
性
化
を

呼
び
込
ん
で
は

全
国
に
Ｐ
Ｒ

積
極
的
に
対
応

ＱＡ●小
川

全
国
に
知
れ
わ

た
る
駅
伝
の
世
羅
、
こ
の

知
名
度
を
復
活
さ
せ
れ
ば

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。
忍

耐
強
い
躍
動
計
画
を
求
め

る
。

■
町
長

歴
史
、
伝
統
を

行
政
、
学
校
、
地
域
が
共

有
し
、
世
羅
の
映
像
が
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
対
応
。

公
共
下
水
道
事
業
の
見
直
し
は

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
示
す

Ｑ

Ａ

松浦敬潤議員

●
松
浦

現
在
、
行
わ
れ

て
い
る
公
共
下
水
道
事
業

は
、
Ｓ
60
年
か
ら
Ｈ
８
年

ま
で
の
、
バ
ブ
ル
経
済
の

中
で
の
デ
ー
タ
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。

３
月
定
例
会
か
ら
、
再

三
の
質
問
に
対
し
、
答
弁

は
町
の
財
政
健
全
化
と
併

せ
て
全
体
計
画
を
見
直
す

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
し

か
し
、
議
会
に
対
し
事
業

計
画
の
見
直
し
案
は
提
示

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
民

説
明
会
が
開
か
れ
当
初
計

画
の
ま
ま
説
明
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
に
対
す
る

考
え
を
問
う
。

■
町
長

今
ま
で
の
事
業

費
は
、
当
初
計
画
に
対
し

１
２
５
％
の
伸
び
を
示
し

て
い
る
。

今
会
期
中
に
、整
備
費
、

資
本
金
、
維
持
管
理
費
、

使
用
料
金
・
財
政
収
支
な

ど
を
ま
と
め
た
全
体
計
画

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
示

し
た
い
。

財
政
建
全
化
と
併
せ
て

全
体
計
画
を
見
直
す
と
い

っ
た
が
、
一
旦
条
例
化
さ

れ
た
汚
水
桝
料
金
に
つ
い

て
は
変
更
で
き
な
い
。

今
後
、
汚
水
桝
料
金
に

対
す
る
考
え
方
や
支
払
方

法
に
つ
い
て
、
ま
た
宅
地

以
外
の
農
地
、
雑
種
地
の

地
主
に
つ
い
て
も
下
水
道

事
業
計
画
を
説
明
し
て
ゆ

き
た
い
。

下水道工事中
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地
域
防
災
力
の
向
上
を

自
主
防
災
組
織
育
成
の
中
で

考
え
る

ＱＡ

万全な安全対策に
取り組む

小・中学校、下校時の
安全は

Ｑ

Ａ

永田英則議員

●
永
田

町
内
に
は
土
石

流
危
険
急
傾
斜
地
、
地
す

べ
り
土
砂
災
害
箇
所
が
１

０
３
７
ヶ
所
有
る
と
聞
く
。

そ
れ
を
町
民
に
防
災
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
提
供
し

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
考
え
、
ま
た
専
門
性
を

生
か
し
た
協
働
の
取
組
は
。

■
町
長

総
合
的
防
災
シ

ス
テ
ム
構
築
す
る
た
め
現

在
計
画
中
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
危
険
区

域
が
明
ら
か
に
な
り
ソ
フ

ト
面
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
自
主
防

災
組
織
の
育
成
を
す
る
際

に
は
専
門
性
を
生
か
し
協

働
活
動
し
て
い
た
だ
く
よ

う
考
え
て
い
る
。

●
永
田

先
般
、
抵
抗
す

る
す
べ
も
な
い
小
さ
な
子

供
を
標
的
に
し
た
本
当
に

残
酷
な
事
件
が
あ
り
何
と

も
や
り
き
れ
な
い
、
保
護

者
、
教
育
者
は
子
供
の
命

を
ど
う
守
れ
ば
よ
い
か
自

信
が
な
く
な
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

全
員
を
家
ま
で
送
り
届

け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

教
育
委
員
会
、
警
察
関
係

機
関
の
対
応
と
通
学
路
の

見
直
し
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

■
教
育
長

日
常
児
童
生

徒
の
安
全
対
策
に
万
全
を

期
し
て
い
る
が
再
度
安
全

対
策
を
指
導
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
全
校
で
防
犯
ベ

ル
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
携
帯

し
緊
急
時
に
備
え
て
い

る
。
通
学
路
に
つ
い
て
は

安
全
マ
ッ
プ
の
作
製
の
取

組
み
を
考
え
万
全
な
安
全

対
策
に
取
り
組
む
。

矢山　武議員

来
年
度
予
算
編
成

と
住
民
要
求
は

財
政
の
安
定
に

努
め
る

ＱＡ●
矢
山

行
革
が
進
め
ら

れ
、
今
後
の
福
祉
、
教
育

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
今

年
度
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
負
担
が
増
え
た
。

町
長
は
「
集
中
と
選
択
」

と
言
わ
れ
る
が
、
来
年
度

予
算
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

■
町
長

住
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
財
政
の
安
定

に
努
め
る
。
事
業
の
重
点

化
、
人
件
費
の
抑
制
、
事

務
的
経
費
の
節
減
を
図

る
。

岩
国
基
地
強
化
と
平
和
は

Ｑ
障
害
者
自
立
支

援
へ
の
対
応
は

Ｑ ●
矢
山

日
米
の
一
体
化

を
進
め
る
米
軍
の
再
編
、

と
く
に
岩
国
へ
の
空
母
艦

載
機
の
移
転
に
は
、
多
く

の
声
が
出
て
い
る
。

低
空
飛
行
、
騒
音
な
ど

の
問
題
も
さ
ら
に
増
加
す

る
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
60

年
を
迎
え
、
平
和
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
は
。

■
町
長

米
軍
再
編
、
改

憲
は
、
恒
久
平
和
の
理
念

を
脅
か
す
も
の
で
、
移
設

反
対
、
改
憲
反
対
の
意
思

を
訴
え
て
ゆ
く
。

れ
ば
な
ら
な
い
人
に
重
い
負

担
を
強
い
る
新
法
で
あ
る
。

町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

■
町
長

身
体
、
知
的
、

精
神
障
害
に
共
通
の
制
度

と
す
る
障
害
者
自
立
支
援

法
に
来
年
４
月
か
ら
移
行

す
る
。

世
羅
町
福
祉
計
画
策
定

と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

世
羅
町
福
祉
計

画
と
合
わ
せ
て

検
討

Ａ●矢
山

自
己
負
担
が
必

要
と
な
り
多
く
の
方
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
年
金
で
は
、

施
設
に
行
け
な
く
な
っ
た

り
、
一
生
病
院
に
行
か
な
け

一般�
質問�
一般�
質問�

移
設
反
対
を
訴
え
る

Ａ
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玉谷　隆議員

●
玉
谷

民
間
企
業
で

は
、
人
材
評
価
を
厳
し
く

行
い
有
能
な
人
材
確
保
に

努
め
て
い
る
。
反
面
行
政

で
は
、
旧
態
依
然
と
し
て

年
功
序
列
型
の
人
事
管
理

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
や

年
令
、
経
験
年
数
で
な
く

若
く
て
も
有
能
な
人
材
を

抜
擢
登
用
し
「
や
る
気
」

を
促
し
常
に
職
場
の
士
気

を
盛
り
上
げ
る
人
事
の
刷

新
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■
町
長

職
員
を
対
象
に

人
材
育
成
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
基

本
方
針
を
策
定
中
で
あ

る
。
今
後
「
有
能
な
人
材

の
抜
擢
登
用
や
職
員
の
や

る
気
を
促
し
、
士
気
を
盛

り
上
げ
る
人
事
制
度
」
を

考
え
年
功
序
列
廃
止
を
基

本
に
し
、
人
材
育
成
に
努

め
る
。

●
玉
谷

住
民
自
治
振
興

会
へ
補
助
金
、
助
成
金
が

一
律
支
給
さ
れ
て
い
る
が

不
公
平
感
が
生
じ
て
い

る
。新
年
度
の
支
援
策
は
。

■
町
長

補
助
金
等
の
算

定
方
法
の
見
直
し
を
図

り
、
補
助
金
対
象
事
業
を

メ
ニ
ュ
ー
化
す
る
な
ど
地

域
活
動
の
活
発
化
に
向
け

て
支
援
し
て
ゆ
く
。

中
学
校
通
学
費

に
つ
い
て

Ｑ●
玉
谷

合
併
協
に
お
い

て
、
旧
甲
山
、
旧
世
羅
町

を
参
考
に
し
て
新
た
に
定

め
る
と
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
先
に
世
羅
中
学
校
統
合

建
築
当
時
の
経
緯
等
を
し

っ
か
り
ふ
ま
え
地
域
、
保

護
者
の
理
解
を
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

■
教
育
長

自
転
車
、
バ

ス
通
学
す
る
生
徒
に
通
学

距
離
を
基
準
と
し
、
公
平

を
原
則
と
し
た
一
町
一
制

度
に
よ
り
助
成
を
考
え
て

い
る
。 公

平
を
原
則
に

助
成
し
て
い
く

Ａ

安
心
・
安
全
な
ま
ち
、
人
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
を
推
進

Ａ

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
は

Ｑ

徳光義昭議員

●
徳
光

合
併
後
も
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
下
に

あ
り
、
町
の
将
来
が
心
配

さ
れ
る
。
①
全
町
民
が
共

有
で
き
る
町
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
具
体
策
は
。
②

定
住
促
進
に
男
性
雇
用
の

企
業
誘
致
を
。

■
町
長
　
①
周
囲
を「
市
」

に
囲
ま
れ
た
中
山
間
の

「
町
」
と
し
て
豊
か
な
自

然
、
緑
の
田
園
風
景
、

人
々
の
つ
な
が
り
、安
全
、

安
心
、
そ
の
価
値
を
広
げ

る
取
り
組
み
に
努
力
し
た

い
。そ
れ
に
は
産
業
振
興
、

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
、
高
齢
化
社
会
の

中
で
の
健
康
づ
く
り
、
教

育
の
充
実
、
情
報
基
盤
の

整
備
を
図
る
。
②
近
隣
の

企
業
か
ら
工
場
移
転
の
打

診
が
あ
り
、
是
非
企
業
誘

致
し
た
い
。

Ｈ
18
年
度
予
算

は厳
し
い
が
行
財

政
改
革
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る

ＱＡ●徳
光

①
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
、
集
中
と
選

択
の
事
業
執
行
は
。
②
Ｈ

18
年
度
予
算
１
１
５
億
２

千
万
円
組
め
る
の
か
。

■
町
長
　
①
新
規
事
業
は

Ｈ
18
年
か
ら
５
年
間
は
認

め
な
い
。
Ｈ
16
年
度
決
算

で
は
公
債
費
比
率
21
・

８
％
、
起
債
制
限
比
率
が

14
・
８
％
と
高
か
っ
た
。

Ｈ
18
年
度
の
起
債
に
つ
い

て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
除
き
９
億
円
程
度
圧
縮

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
現
在
予
算
編
成
中
だ
が
、

非
常
に
厳
し
く
Ｈ
17
年
度

よ
り
削
減
さ
れ
る
見
込
。

新
し
い
人
事
制
度
を
考
え
る

Ａ

職
員
の
人
材
育
成
は

Ｑ

補助金の一律支
給を見直す

自治振興会への
支援策は

Ｑ

Ａ

下校中（甲山中）




